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立地環境

ハマエンドウ－コウボウシバ群集、
ハマヒルガオ、コウボウムギ、ハ

マニガナ、ウンラン、オカヒジキなど。
また、キノコではアミタケ、キンタケ、
ハツタケ、ヌメリイグチなど、ほかにも
動植物が見られます。眺望がよいのは市
民の森（箱根山）の展望台、モビリアの
展望台、本丸公園の展望台、気仙川河口
付近。松林内に約 2kmの遊歩道（ラン
ニングコ－ス）あり。付近には海と貝の
ミュ－ジアム、気仙大工左官伝承館、オ
－トキャンプ場「モビリア」など。

ゆったりと弧を描く、白い砂浜に連なる松林、

その景色は多くの人々の心をとらえている

松原の
今昔物語

　かつてこの浜は、立神浜と呼ばれ、太平洋からの強風が
吹きぬけ、砂が飛び散り、嵐の時は海水の飛沫が背後地の
水田まで届いたという不毛の地でした。寛文 7年（1667 年）
に高田村の豪商、菅野杢之助が砂浜の背後農地の防風、防
潮のため仙台藩に松の植樹を願い出で植栽が始まりました。
その後、享保年間には、今泉村の松坂新右衛門が隣接地に
自費をもって松を植栽・管理しました。両翁の努力が実って、
現在の高田松原の美林の基礎を築き上げたと伝えられてい
ます。
　リアス式海岸では珍しい約 2km以上の砂浜と松林は、海
水浴場としても東北有数で、好天時には一夏 30 万人近い海
水浴客が訪れます。また、ハマナス、ハマエンドウなど多
数の海浜植物の群落が見られ、海水浴以外にも四季を通し
て多くの人達の憩いの場となっています。その景色に高浜
虚子や石川啄木も句や歌を残しています。

広田湾に沿って、遠浅の弓形状をしている砂浜
に、クロマツとアカマツ約 7万本からなる松林
が美しく調和する白砂青松の景勝地です。

立地環境
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●電車やバスの場合
JR 大船渡線陸前高田駅下車徒歩

15分
●車の場合
東北自動車道「一関」I.C. より国道343
号線経由55分　
駐車場有り

高田松原
●所在地／陸前高田市高田町字古川・気仙町字砂盛
●規　模／幅0.1km、長さ2km、面積21ha、樹齢100年
●指　定／陸中海岸国立公園、飛砂防備保安林、潮害防備保安林、日本百景、国指定の名勝地
●問合せ／陸前高田市都市計画課計画係　電話0192-54-2111（内線161）
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